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Summary

人口減少、人手不足、インフラ老朽化が同時に進む2040年代に向け、学校、地域交通、物流、医療・介
護、建設・保守、公共施設をどのように再配置するかを整理した記事です。記事では、需要が減っても
固定費と設備が残り、さらに維持する人材が不足するため、現状維持を選ぶほど各サービスの頻度、待
ち時間、対応区域、復旧時間が薄くなる構造を示します。対策として、施設ではなく止めてはいけない
機能を基準に、停止許容時間と依存関係を確認し、専門機能を集約しながら停止リスクを分散する「ス
マートシュリンク」の7原則と実装手順を提示します。電源、通信、データ、監視、遠隔化、予防保全、
可搬型設備を組み合わせ、少人数でも継続できる社会機能へ転換することが中心テーマです。

Key Points

スマートシュリンク（賢い縮減）とは、人口、人員、財源が減る社会で、すべてを一律に削るの
ではなく、止めてはいけない機能を先に選び、その機能を少人数でも維持できる配置と運用へ再
設計する考え方です。専門人材や高度設備は集約して重複を減らす一方、電源、通信、データ、
監視、代替拠点、可搬型設備は分散し、集約拠点を単一点障害にしないことが重要です。縮小を
故障や撤退によって受動的に受け入れるのではなく、停止許容時間、依存関係、代替手段、終了
条件を定め、残す機能へ人員と投資を集中します。
高齢化に伴う需要構造の変化を示す統計。2023年の大人用紙おむつ生産数量を記事内で参照。
少子化下での学校統合・適正配置と、通学、防災拠点等を含む再配置判断。
地域交通の縮小と路線廃止の進行を示し、移動機能を従来方式のまま維持することの限界を示す
。
共同配送、貨客混載、多様な受取方法、ドローン等による地域物流機能の再設計。
2022年度約215万人に対し、2026年度約240万人、2040年度約272万人の介護職員が必要とす
る推計。
2040年に道路橋、トンネル、河川管理施設、水道管路、下水道管渠、港湾施設で建設後50年以
上の割合が大きく上昇する見込み。
公共施設について、長寿命化、転用、集約化・複合化、廃止・撤去など複数の管理手段を位置付
けている。
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